　自動車安全技術プロジェクトチーム　第６回会議の概要
１　開催日時等
　日　時：平成２７年９月８日（火）午後１時３０分～２時１５分
場　所：ウィンクあいち
出席者：
【企業】浅田　浩之　三菱自動車工業㈱　車両先行研究部長
石尾　渉　　オムロンオートモーティブエレクトロニクス㈱　開発統括室技術開発部長
河野　慎司　アイシン精機㈱　走行安全技術部長
菅沼　正行　中部日本自動車学校　常務取締役
樋口　正浩　㈱デンソー　情報安全技術企画室長
山本　昭雄　トヨタ自動車㈱　ＩＴＳ企画部長
【大学】小栗　宏次　愛知県立大学　情報科学部　教授
武田　一哉　名古屋大学　大学院情報科学研究科メディア科学専攻　教授
【行政】国土交通省中部運輸局、豊田市都市整備部交通政策課、愛知県警察本部、
愛知県産業労働部、振興部、県民生活部、建設部
２　議事概要
　●　事務局よりプロジェクトチームとしての取組状況について報告を行った。
●　取組状況の報告後、意見交換を行った。主な発言は以下のとおり。

【主な発言】

○　事故分析WGでは一企業では入手できない事故の詳細を分析しており、このような事故にはこうした技術が必要だという具体的な対策に繋げられると思う。

○　プローブ情報活用ＷＧ、事故分析ＷＧでは着々と事故低減に向けて進めていただいている。今後は是非愛知県でインフラを整備・活用した事故低減の取組もお願いしたい。
○　出合頭の事故を減らす方策としては、愛知県及び警察庁からいろいろなインフラを建ててもらい、自動車と自転車が互いに危険を認知し合うというものが必要である。これは、自転車メーカーも巻き込んで一緒にやっていかなければいけないのではないかと思う。
○　交通事故多発警報のチラシに「３Ｓ（Stop，Slow，Smart）の徹底」とあるが、ドライバーが３Ｓを徹底しているかどうかが見えるような仕掛けをつくりたい。

○　自動運転の公道実証実験は、どれくらい安全かという総合的な評価ができる上、インフラ、センサー、自動車と人間の調和をとる必要がある極めて重要な学術的実験であり、当大学としても良い結果を出していきたい。
○　事故分析ＷＧにおいて提案のあった交通事故カルテを用いて、交通死亡事故発生時に各

警察署に交通事故カルテを配信している。各警察署から署員にカルテのを展開することにより、情報共有を強化することができた。
